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今
昔
物
語
集
と
日
本
霊
異
記
と
の
関
係

周
知
の
よ
う
に
今
昔
物
語
集
に
は
日
本
霊
異
記
を
出
典
と
す
る
説
話
が
か
な

り
含
ま
れ
て
い
る
。
古
く
は
岡
本
保
孝
の
「
今
昔
物
語
出
典
孜
」
に
今
昔
の
一

出
典
と
し
て
霊
異
記
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
見
落
し
も
あ
り
、
類

話
と
し
か
言
え
な
い
も
の
ま
で
併
記
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
今
昔
の
ど
の
説
話

が
直
接
霊
異
記
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
な
る
と
判
然
と

し
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
は
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
、
明
治
以
降
の
先
学
の
諸

説
に
つ
い
て
も
言
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
う
。

す
な
わ
ち
、
芳
賀
矢
一
博
士
の
「
孜
読
今
昔
物
語
集
」
に
つ
い
て
は
、
嘗
て
益

田
勝
実
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
「
本
朝
の
部
に
な
る
と
単
に
内
容
の

共
通
な
説
話
な
の
か
、
兄
弟
関
係
か
、
親
子
関
係
か
、
説
話
の
伝
掃
系
統
を
詳

細
に
見
き
わ
め
ず
に
参
考
文
献
を
羅
列
し
た
き
ら
い
が
あ
り
」
（
註
1
）
、
島
津

久
基
博
士
の
「
今
昔
物
語
集
」
（
大
日
本
文
庫
）
、
長
野
詐
一
氏
の
「
今
昔
物
語
」

（
日
本
古
典
全
書
）
、
武
聞
祐
吉
博
士
の
「
日
本
霊
異
記
」
（
日
本
古
典
全
書
）

な
ど
の
頭
註
、
板
橋
倫
行
氏
の
「
日
本
霊
異
記
」
（
角
川
文
庫
）
の
脚
註
、
或

は
山
田
孝
雄
博
士
の
コ
ニ
宝
絵
詞
の
研
究
」
（
一
ニ
宝
絵
略
注
所
収
）
の
う
ち
今

昔
と
霊
異
記
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
部
分
な
ど
、
い
ず
れ
も
両
説
話
集
の
関
係

山

根

賢

士
口

を
十
分
に
は
示
し
て
お
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

と
は
言
え
、
こ
れ
ら
先
学
の
諸
説
は
お
お
む
ね
妥
当
と
い
う
外
は
な
い
の
で

あ
っ
て
、
両
説
話
集
に
同
一
内
容
の
説
話
が
あ
る
と
、
そ
の
殆
ど
の
場
合
は
直

接
関
係
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
い
。
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
殆
ど
の
場

合
」
で
あ
っ
て
、
「
す
べ
て
の
場
合
」
で
は
な
い
。
た
と
え
少
数
で
は
あ
っ
て

も
い
く
つ
か
の
例
外
が
あ
る
。
こ
L
で
は
主
と
し
て
そ
の
例
外
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
。
妥
当
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
単
に
表
示
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
両
説
話
集
の
関
係
は
大
別
し
て
次
の
三
つ
に
な
る
。

A

両
園
開
問
T
中
間
開
園
開
一

B

而
倒
閣
間
十
｜
↓
口
門
間
同
阿
丁
↓
v

同
問
問
問
一

c
同
国
関
岡

T
中
日
凶
附
岡
下
lv
陶
悶
悶
悶
丁
↓

一
凶
凶
嗣
岡
闘
い
一

す
な
わ
ち
、
今
昔
所
収
の
説
話
の
中
に
は
直
接
笠
呉
記
に
よ
っ
た
も
の
（
A
）

と
、
源
は
霊
問
問
記
に
あ
り
な
が
ら
他
の
説
話
集
（
一
一
一
宝
絵
あ
る
い
は
法
華
験

記
）
に
よ
っ
て
古
か
れ
た
も
の
（
B

・C
）
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
は
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殆
ど

B
及
び
C
の
系
列
を
考
慮
せ
ず
、
こ
れ
ら
も
す
べ
て

A
系
列
に
属
す
る
も

の
と
し
て
疑
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど

A
に
該
当
す
る
も
の
は
多

い
。
こ
の

A
に
属
す
る
も
の
は
前
述
の
「
殆
ど
の
場
合
」
で
あ
り
、
「
先
学
の

諸
説
」
が
ほ
ど
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
そ
れ
を
次
に
表
示
す
る
。

（
各
項
目
上
の
番
号
は
便
立
上
筆
者
が
つ
け
た
も
の
で
あ
る
）

側四叩問問問問問問（11)仰）馴8）作l(6l (5l (4l (3) (2l (ll I雪
（（（｜今
巻 巻巻｜背
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の
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上
の
包
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の
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中
の
む

中
の
お

中
の
お

中
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下
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下
の
日
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中
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下
の
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下
の
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下
の
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下
の
路

下
の
初

中
の
国
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下
の
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中
の
mm

会
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考

（
興
福
寺
本
日
本
露
異
記
）

（
右
同
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（
右
同
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但
し
一
部
分
下
の

2
に
よ
る
。

絵但
tこし
ょ前
る半
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後
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上
の
初

中
の

9

中
の
m
M

中
の
お

上
の
日

上
の
泊

中
の
1

上
の
路

上
の
幻

ム
中
の
叩

上
の
お

上
の
川
崎

中
の

3

中
の
お

上
の
幻

上
の
お

上
の
日

中
の
4

中
の
幻

中
の
組

上
の
9

右
の
表
の
う
ち
、
山
側
聞
は
下
欄
に
記
し
た
よ
う
に
、
一
部
分
は
霊
異
記
に

よ
り
、
他
の
部
分
は
霊
異
記
以
外
の
も
の
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
山
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
半
の
出
典
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
な
い
が
、
後
半

の
一
部
は
三
宝
絵
か
ら
、
ま
た
一
部
は
霊
異
記
か
ら
と
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
聞
の
前
半
は
霊
異
記
に
、
後
半
は
三
宝
絵
に
よ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
も
こ
れ
ら
三
宝
絵
の
説
話
は
直
接
霊
異
記
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
簡
単
に
示
せ
ば
、

厄
体
質
問
一

l
医
隠
居
降
一

／
函
憧
除
ー
ミ

と
な
る
。
従
っ
て
今
昔
所
収
の
山
及
び
側
の
二
説
話
は
、
一
部
分
は
先
に
あ
げ

た
A
に
、
ま
た
他
の
一
部
分
は
B
に
属
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
今
、
便
宜
上

A
に
入
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

聞
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
こ
の
説
話
の
前
半
の
一
部
と
後
半
の
一
部
に

は
霊
異
記
に
よ
っ
た
か
と
恩
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
他
の
部
分
の

出
典
は
判
明
し
な
い
。
松
浦
貞
俊
氏
は
「
後
に
な
っ
て
此
話
が
寺
伝
化
さ
れ
た

も
の
な
ど
に
準
拠
し
て
書
か
れ
た
結
果
で
あ
ら
う
と
想
像
す
る
。
『
今
昔
』
作

者
の
改
飯
と
の
み
は
片
づ
け
ら
れ
ぬ
と
思
ふ
」
（
註
2
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
本
説
話
全
体
が
「
寺
伝
化
さ
れ
た
も
の
な
ど
」
に
よ
っ
て
い
る
可

能
性
も
あ
る
。
下
欄
に
「
存
疑
」
と
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
純
粋
に
A
に
属
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
今
昔
所
収
の
説
話

中
、
霊
異
記
の
み
に
よ
っ
て
い
る
も
の
を
数
え
れ
ば
六
十
九
話
と
な
る
。

な
お
下
欄
に
（
輿
福
寺
本
日
本
霊
異
記
）
と
あ
る
の
は
、
現
存
霊
異
記
の
諸

本
中
、
興
福
寺
本
に
の
み
存
す
る
説
話
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ら
が
今
北
日
の
出
典

で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
註
3
）
が
、
前
掲
、

島
津
博
士
、
山
田
博
士
、
長
野
氏
等
の
著
書
に
は
こ
の
点
を
見
落
し
て
お
ら
れ

る
よ
う
に
思
う
。

今
昔
物
語
集
巻
十
四
諦
方
脈
経
僧
入
海
不
死
返
来
語
第
品
川
八
の
出
典
と
し
て

「
孜
詮
今
昔
物
語
集
」
は

日
本
霊
異
記
下
巻
沙
門
前
持
方
阪
大
乗
沈
海
不
溺
縁
第
四

三
宝
絵
巻
中
諾
楽
京
僧
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の
二
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
三
宝
絵
の
説
話
末
に
は
「
霊
一
異
記
－
一
見
ヘ
タ
リ
」
と

あ
っ
て
直
接
霊
異
記
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
山
田
博

士
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
霊
異
記
下
巻
第
四
の
抄
訳
で
あ
る
（
註
4
）
。
そ
こ
で
一
一
一

宝
絵
は
霊
異
記
の
ど
の
部
分
を
省
略
し
た
か
を
調
べ
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ

る
。
（
霊
異
記
の
本
文
は
日
本
古
典
全
書
に
よ
る
〉
。

「
名
未
詳
也
」
「
箆
装
束
」
「
懐
嫌
、
而
作
是
念
」
「
男
不
知
猶
平
心
而

乞
」
「
諜
悪
」
「
大
徳
溺
流
」
「
終
溺
沈
」
「
無
幸
亡
父
、
片
困
失
費
我
別

知
之
」
「
何
更
疑
之
」
「
奥
国
」
「
供
養
三
費
」
「
展
転
乞
食
偶
値
法
事
」

「
受
其
供
養
」
「
彼
悪
事
」
「
諸
悌
加
護
」
「
賛
目
、
美
哉
、
不
事
彼
悪
、

猶
能
忍
之
、
寒
斯
法
師
、
鴻
立
忍
一
時
高
行
。
所
以
長
阿
合
経
云
、
以
怨
報

怨
、
如
草
滅
火
、
以
慈
報
怨
、
如
水
滅
火
者
、
其
斯
謂
欺
尖
」

一
方
、
今
昔
の
本
説
話
を
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
右
に
あ
げ
た
部
分
が
す

べ
て
見
当
ら
な
い
。
か
か
る
事
実
は
偶
然
の
一
致
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
は
今
昔
の
本
説
話
が
三
宝
絵
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
そ
こ
で
こ
の
三
つ
の
説
話
集
の
本
文
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
節
ず
つ
を
抜
き

出
し
て
く
ら
べ
て
み
よ
う
。
（
今
昔
の
本
文
は
改
訂
増
補
国
史
大
系
に
、
一
一
一
主

絵
は
観
智
院
本
に
よ
る
）
。

今
昔
物
語
集

主

絵

娘
是
ヲ
キ
、
テ
大

ユ
ナ
夕
、
悲
哉
。

ニ
タ
ピ
ヲ
ヤ
ノ
カ

ホ
ミ
ズ
ナ
リ
ヌ
ル

事
。
我
海
／
底
ニ

イ
キ
テ
、
ム
ナ
シ

其
女
聞
之
、

大
哀
笑
言
、

無
宰
亡
父
、

片
岡
失
授
。

我
別
知
之
、

能
見
父
儀
、

娘
此
レ
ヲ
聞
テ
大

ヰ
ニ
泣
キ
悲
デ
云

p
。
悲
哉
再
ピ
親

ノ
向
只
ヲ
不
レ
見
ズ

成
ヌ
ル
事
。
我
レ

何
デ
彼
ノ
海
ノ
底

霊
異
記
の
本
文
中
傍
線
の
と
こ
ろ
は
、
先
に
あ
げ
た
よ
う
に
、
三
宝
絵
、
今

昔
と
も
に
な
い
部
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
除
外
し
て
考
え
て
も
今
北
日
の
本
文
は

霊
異
記
よ
り
も
遥
か
に
三
宝
絵
に
近
い
。
同
様
の
こ
と
は
右
に
引
い
た
部
分
以

外
に
於
て
も
言
え
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
今
昔
は
三
宝
絵
に
よ
っ
た
も
の

と
考
え
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
前
記
の

B
に
属
す
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
は
今
昔
物
語
集
巻
二
十
楠
磐
嶋
賂
使
不
至
冥
途
語
第
十
九

に
つ
い
て
も
言
え
る
。
「
孜
詮
今
昔
物
語
集
」
は
出
典
と
し
て
、

日
本
霊
異
記
中
巻
閥
級
王
使
山
地
得
所
召
人
之
賂
以
免
縁
第
廿
四

三
宝
絵
巻
中
橘
故
山
崎

を
あ
げ
て
い
る
。
内
容
は
三
者
殆
ど
一
致
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ま
ず
地
名
・

人
名
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
小
さ
い
差
違
が
認
め
ら
れ
る
。

〔
地
名
〕

ニ
入
テ
空
キ
骸
ヲ

見
ム
ト
。
泣
キ
悲

プ
事
元
レ
限
シ
。

寧
視
底
玉
、

亦
得
父
骨
、

京
放
痛
哉
。

キ
カ
パ
ネ
ヲ
ダ
ニ

ミ
ム
。
ト
ナ
ク
。
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本
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人

山
城
園
宇
治
橋

山
城
ノ
闘
宇
治

ノ
橋（
ナ
シ
）

山
代
宇
治
橋

率
川
社

（
ナ
シ
）

名

槌中高 』114
日

麻智佐 磐
本

日麻麻 山鳥 g;_ 
f二lI甲二1

槌｛中高言に橘
智佐 5 は~干
ヨL丸丸）〕梢「（嶋

磐但
宝

L嶋ー し
東 。部五入

と大
あ寺
る切

津｛中高 橘
今

知智佐 ノ
背

丸丸丸 磐
物

向島
三日五ロ

集

こ
の
よ
う
に
今
昔
及
び
三
宝
絵
に
は
と
も
に
「
率
川
社
」
が
な
く
、
主
人
公
の

名
「
桶
磐
嶋
」
が
不
思
議
に
一
致
す
る
。
も
っ
と
も
後
者
に
つ
い
て
は
、
三
宝

絵
東
大
寺
切
に
「
猶
磐
嶋
」
と
あ
っ
て
問
題
は
残
る
が
、
思
う
に
こ
れ
は
三
宝

絵
書
承
の
聞
に
誤
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
誤
写
を
今
昔
は
う
け
つ
い
で
い

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
国
名
の
下
に
一
々
「
図
」
の
字

を
入
れ
た
り
、
「
麻
呂
」
を
「
丸
」
と
し
て
い
る
点
な
ど
も
両
者
の
一
致
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
や
は
り
今
昔
が
三
宝
絵
に
よ
っ
た
結
果
と
考
え
て
い

い
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
三
者
の
本
文
を
比
較
し
て
み
る
と
今
昔
は
霊
異
記

よ
り
も
三
宝
絵
に
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
例
を
あ
げ
よ
う
。

磐
嶋
ガ
云
F
。
我
レ
道
－
一
シ
テ
担
カ
ム
ガ
局
ニ
精
少
有
リ
。
此
レ
ヲ
輿
テ
令
レ

食
ム
ト
筋
ル
ニ
（
今
昔
）

磐
嶋
ガ
云
、
我
ミ
チ
ニ
テ
ス
カ
ム
ト
テ
精
ス
コ
シ
モ
チ
タ
リ
。
ト
云
テ
コ
レ

ヲ
ア
タ
ヘ
テ
ク
ハ
セ
ツ
（
三
宝
絵
）

磐
嶋
云
、
唯
有
干
飯
。
興
之
令
食
（
霊
異
記
）

右
の
引
用
中
傍
線
部
は
今
昔
と
三
宝
絵
と
に
あ
っ
て
霊
異
記
に
は
見
え
な
い
。

三
者
と
も
に
あ
る
部
分
で
も
今
北
日
の
本
文
は
三
宝
絵
に
近
い
。
こ
う
し
た
事
実

は
右
の
一
例
に
と
Y
ま
ら
ず
各
所
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
今
品
目
が
三
宝
絵

に
よ
っ
た
と
し
て
何
等
の
不
合
理
を
生
じ
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
も
ま
た
B
に
属

す
る
も
の
と
言
う
外
は
な
い
。

本
説
話
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
岩
洲
悦
太
郎
氏
が
「
こ
の
話
の
場
合
は
今
昔

が
三
宝
絵
詞
の
文
を
も
参
考
に
し
た
事
は
否
定
し
得
な
い
」
（
註
6
）
と
述
べ
て

お
ら
れ
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
今
昔
は
三
宝
絵
の
み
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
参
妥
4

程
度
で
は
な
い
。
な
お
春
日
宣
氏
は
、
今
昔
巻
廿
に
つ
い
て
「
霊
異

記
と
共
通
の
廿
二
話
は
直
接
霊
異
記
か
ら
採
っ
た
も
の
と
見
て
差
支
え
な
い
で

あ
ろ
う
。
（
中
略
）
廿
二
も
の
数
の
中
か
ら
二
、
一
一
一
だ
け
三
宝
絵
や
略
記
か
ら

採
っ
た
と
推
定
す
る
の
は
巻
廿
に
限
つ
て
は
っ
き
り
不
当
だ
と
言
え
る
」
（
註

7
）
と
述
ベ
て
お
ら
れ
る
。
扶
桑
略
記
に
つ
い
て
は
全
く
同
感
で
あ
る
が
、
三

宝
絵
に
関
す
る
限
り
こ
の
お
考
え
に
は
賛
同
し
得
な
い
。

次
に
前
節
で
一
言
し
た
一
部
分
B
に
属
す
る
山
と
閣
の
説
話
に
つ
い
て
簡
単

に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
山
は
道
照
に
関
す
る
説
話
で
あ
っ
て
、
今
昔
は
彼
が
新

経
で
法
華
経
を
講
じ
た
部
分
を
三
宝
絵
か
ら
と
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で

に
国
東
文
麿
氏
の
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
（
註
8
1

再
説
を
避
け
る

が
、
出
典
と
な
っ
た
三
宝
絵
の
説
話
末
に
は
「
続
日
本
紀
、
霊
異
記
、
居
土
小

野
仲
伝
が
撰
日
本
国
ノ
名
僧
伝
等
ニ
見
タ
リ
」
と
あ
る
。
仲
広
撰
日
本
国
名
僧

伝
な
る
書
が
発
見
さ
れ
な
い
以
上
、
三
宝
絵
は
ど
の
程
度
霊
異
記
に
よ
っ
て
い

る
も
の
か
判
明
し
な
い
が
、
現
存
文
献
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
道
照
の
新
羅
に
於

け
る
記
事
は
霊
異
記
に
よ
っ
て
い
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ち
な
み
に

続
日
本
紀
に
は
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
が
な
い
。
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側
の
説
話
、
す
な
わ
ち
今
昔
巻
十
四
第
廿
八
話
の
出
典
と
し
て
「
孜
詮
今
昔

物
語
集
」
は
、

日
本
霊
異
記
巻
上
砦
読
法
花
経
品
之
人
而
現
ロ
渦
斜
得
悪
報
縁
第
十
九

同
書
巻
中
棒
読
法
花
経
僧
而
現
口
咽
探
得
悪
死
報
縁
第
十
八

三
宝
絵
巻
中
山
城
国
囲
碁
沙
弥

を
あ
げ
、
そ
れ
ん
＼
本
文
を
引
用
し
た
後

（
日
本
法
華
験
記
巻
下
参
閲
）

と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
霊
異
記
巻
上
の
十
九
、
三
宝
絵
巻
中
、
法
華
験
記
一
呑

下
の
三
説
話
は
同
一
内
容
で
あ
っ
て
、
霊
異
記
巻
中
の
十
八
だ
け
が
内
容
を
や

や
異
に
す
る
。
今
昔
の
本
説
話
の
前
半
は
後
者
に
属
し
、
後
半
は
前
者
に
属
し

て
い
る
。
従
っ
て
前
半
の
部
分
が
霊
異
記
巻
中
の
十
八
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
に

問
題
は
な
い
が
、
後
半
は
霊
異
記
巻
上
の
十
九
・
三
宝
絵
・
法
華
験
記
の
う
ち

何
れ
に
よ
っ
た
か
と
言
う
と
、
ど
う
も
一
一
一
宝
絵
に
よ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
例
え
ば
、

俗
之
レ
ヲ
聞
テ
碁
ヲ
打
ツ
詞
ユ
穴
恐
シ
ト
云
フ
（
今
昔
）

俗
是
ヲ
キ
、
テ
ゴ
ヲ
ウ
ツ
コ
ト
パ
ニ
ハ
穴
恐
シ
ミ
ミ
ト
云
フ
（
三
宝
絵
）

白
衣
聞
之
、
甚
傑
恐
日
畏
恐
余
（
霊
異
記
）

の
一
節
は
三
宝
絵
に
近
似
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
法
華
験
記
に
は
見
え
な

い
。
ま
た
今
昔
及
び
三
宝
絵
に
は
「
医
師
」
を
呼
ん
だ
こ
と
が
見
え
て
い
る
け

れ
ど
も
、
霊
異
記
に
は
な
く
、
法
華
験
記
で
は
「
医
師
家
」
へ
往
く
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
こ
与
に
於
て
も
今
昔
は
三
宝
絵
に
一
致
す
る
。
従
っ
て
今
昔
の
本

説
話
の
後
半
は
三
宝
絵
に
よ
っ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
今
昔
物
語
本
朝
部
冒
頭
の
説
話
が
三
宝
絵
巻
中
の
聖
徳
太
子
の
説
話
に

よ
っ
て
い
る
こ
と
は
山
田
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
（
註
9
）
。
三
宝
絵

の
説
話
末
に
は
「
日
本
記
、
平
氏
撰
聖
徳
太
子
伝
、
上
宮
記
、
諾
楽
右
京
薬
師

寺
沙
門
景
戒
撰
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
等
ニ
見
タ
リ
」
と
あ
り
、
霊
異
記
を

一
出
典
と
し
て
い
る
。
ま
た
今
昔
巻
十
一
の
第
三
、
役
行
者
の
説
話
が
三
宝
絵

巻
中
所
収
の
も
の
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
も
国
東
氏
が
述
べ
ら
れ
た
（
註
叩
）
。
三

宝
絵
の
説
話
末
に
は
「
続
日
本
紀
、
霊
異
記
、
居
土
小
野
仲
広
が
撰
日
本
国
ノ

名
僧
伝
等
－
一
見
タ
リ
」
と
あ
る
。
以
上
二
つ
を
B
に
含
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ

ろ
う
。
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四

最
後
に
、

C
に
属
す
る
も
の
は
今
昔
巻
十
四
美
作
国
鍛
婦
人
穴
依
法
花
力
出

穴
語
第
九
の
場
合
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
か
な
り
詳
細
な
考
証
を
用

意
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
、
山
根
対
助
氏
が
今
昔
の
本
説
話
の
原
典
は

法
華
験
記
巻
下
の
一

O
八
美
作
国
採
鉄
男
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
（
註
日
）
、
ま

た
法
華
験
記
が
直
接
三
宝
絵
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以

前
私
見
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
（
註
ロ
）
、
こ
L
で
は
煩
雑
な
考
証
は
避
け

る
こ
と
に
し
た
。
三
宝
絵
が
霊
異
記
と
直
接
関
係
の
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
し

五

以
上
述
べ
た
こ
と
は
一
つ
の
調
査
報
告
あ
る
い
は
一
応
の
整
理
と
で
も
言
う

べ
き
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
た
ピ
こ
L
で
言
い
た
か
っ
た
こ
と
は
、
今
昔
、
霊
異

記
の
両
説
話
集
に
同
一
内
容
の
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
す
べ
て
直
接
関
係
あ

り
と
す
る
見
方
が
一
部
に
は
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
う
し
た
安
易
な

見
方
は
当
然
一
度
検
討
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者

は
出
来
得
る
限
り
丹
念
に
両
説
話
集
の
本
文
を
比
較
検
討
し
た
つ
も
り
で
は
あ

る
が
、
な
お
再
考
す
べ
き
点
も
あ
ろ
う
か
と
恩
う
。
御
叱
正
を
願
っ
て
や
ま
ぬ
。



註
1

益
田
勝
実
氏
「
今
昔
物
語
の
問
題
点
」
（
日
本
文
学
第
三
巻
七
号
）

十
四
頁
。

註
2

松
浦
貞
俊
民
「
日
本
霊
異
記
」
（
続
日
本
古
典
読
本
）
一
三
九
頁

註
3

大
屋
徳
城
氏
「
興
福
寺
本
日
本
霊
異
記
」
解
説
六
頁
雨
宮
尚
治
氏

「
日
本
霊
異
記
に
つ
い
て
・
ー
ー
－
古
写
本
に
関
す
る
報
告
｜
｜
l

」
（
国

語
国
文
第
四
巻
五
号
）
七
四
頁
等

註
4

山
田
孝
雄
博
士
コ
ニ
宝
絵
略
注
」
一
八
六
頁

註
5

山
田
孝
雄
博
士
コ
ニ
宝
絵
略
注
」
一
八
一
頁
に
よ
る
。

註
6

岩
淵
悦
太
郎
氏
「
説
話
文
学
の
用
語
」
（
解
釈
と
鑑
賞
第
六
巻
二
号
）

四
五
頁

註
7

春
日
宣
氏
「
今
昔
物
語
巻
廿
論
1
特
に
霊
異
記
説
話
と
の
関
連
に
つ

い
て
1

1」
（
日
本
文
学
論
究
第
十
七
冊
）
六
ニ
頁

註
8

国
東
文
麿
氏
「
今
昔
物
語
集
と
扶
桑
略
記
」
（
国
文
学
研
究
第
十
六

斡
）
六

O
頁

註
9

前
掲
蛍
一
一
八
八
頁
。
四
六
三

I
四
頁

註
叩
前
掲
諭
考
五
九
頁

註
日
山
根
対
助
氏
「
大
日
本
法
華
験
記
の
今
昔
的
肌
折
（
上
）
」
（
国
語
国

文
研
究
第
十
四
号
）
七
二
頁

註
ロ
拙
稿
「
日
本
霊
異
記
と
本
朝
法
華
験
記
」
（
語
文
第
十
九
輯
）
二
八
頁
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